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■
総
務
委
員
会
（
８
月
２
日
～
４
日
）

　
豊
田
市
：
投
票
率
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
品
川
区
：
自
治
会
加
入
促
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
い
わ
き
市
：
防
災
体
制
整
備
に
つ
い
て

■
文
教
経
済
委
員
会
（
７
月
15
日
～
17
日
）

　
金
沢
市
：「
ほ
ん
も
の
の
歴
史
文
化
を
体
感
す
る
旅
」

　
　
　
　
　

 

企
画
発
信
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

 

金
沢
の
文
化
の
人
づ
く
り
助
成
に
つ
い
て

　
荒
川
区
：
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
全
小
中
学
校
導
入
に
つ
い
て

　
町
田
市
：
創
業
支
援
事
業
に
つ
い
て

■
民
生
福
祉
委
員
会
（
７
月
20
日
～
22
日
）

　
大
津
市
：
大
津
方
式
（
発
達
障
が
い
対
策)

に
つ
い
て

　
江
戸
川
区
：
ひ
と
り
親
家
庭
学
習
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
郡
山
市
：
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
建
設
水
道
委
員
会
（
７
月
19
日
～
21
日
）

　
横
浜
市
：
川
井
浄
水
場
再
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
浦
安
市
：
市
街
地
液
状
化
対
策
に
つ
い
て

　
近
江
八
幡
市
：
風
景
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

　
豊
田
市
は
、
直
近
の
選
挙
に
お
い
て
も
投
票
率
65
・
５
％
と
高

く
、
選
挙
啓
発
と
し
て
大
学
の
ゼ
ミ
生
が
企
画
し
、
主
に
小
学
生

を
対
象
に
選
挙
出
前
ト
ー
ク
を
大
学
生
自
ら
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
品
川
区
は
、
条
例
を
制
定
し
て
、
町
会
お
よ
び
自
治
会
を
良
好

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
と
形
成
に
関
し
て
、
区
と
協
働
す
る

最
大
の
相
手
方
で
あ
る
と
宣
言
し
て
お
り
、町
会
に
よ
る
加
入
申
込
書
（
返
信
は
が
き
）

の
配
布
も
斬
新
で
す
。

　
い
わ
き
市
は
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
①
最
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
対
策
実

施
②
自
助
・
共
助
に
よ
る
地
域
防
災
向
上
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
市
の
防

災
対
策
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

（
委
員
長　
髙
田
健
司
）

　

金
沢
市
は
、
伝
統
文
化
の
力
は
人
で
あ
り
、
観
光
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
に
関
わ
る
人
材
育
成
を
進
め
、
企
画
力
向
上
を
め
ざ
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
荒
川
区
は
、
全
小
中
学
校
へ
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
」
を
導
入
し
、
授
業
で
の
実
験
経

過
の
蓄
積
や
情
報
活
用
な
ど
で
、
活
発
な
学
習
に
役
立
て
て
い
ま
し
た
。

　
町
田
市
は
、「
町
田
新
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
、
意
欲
的
な
事
業
者
に
販

路
拡
大
、
経
営
相
談
な
ど
多
面
的
な
支
援
で
、
独
創
的
な
企
業
の
創
出
を
め
ざ
し
て
い

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
先
進
的
で
、
本
市
で
の
取
り
組
み
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

（
委
員
長　
大
塚
忠
司
）

　
大
津
市
で
は
「
大
津
方
式
」
と
呼
ば
れ
る
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
健
や
か
に

成
長
す
る
た
め
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
早
く
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
大
き
な
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
江
戸
川
区
で
は
、
ひ
と
り
親
の
貧
困
世
帯
に
お
け
る
負
の
連

鎖
を
断
ち
切
る
べ
く
、
そ
れ
ま
で
の
経
済
支
援
に
加
え
て
、
子

ど
も
の
学
力
向
上
の
た
め
無
料
で
学
習
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
郡
山
市
で
は
、
い
ち
早
く
手
話
言
語
条
例
を
制
定
し
、
実
効

的
施
策
を
展
開
さ
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
導
入
は
先
進
的
な
取
り
組
み
で
、
参
考
に

な
り
ま
し
た
。 

（
委
員
長　
藤
原　
平
）

　
横
浜
市
の
川
井
浄
水
場
の
再
整
備
事
業
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
採
用
し
、
設
計
・
建

設
期
間
が
５
年
間
、
運
転
・
維
持
管
理
期
間
が
20
年
間
で
、
総

事
業
費
は
約
２
７
７
億
円
（
税
込
み
）
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
導
水
残
圧
・
有
効
落
差
）
を
利
用
し
た
膜

ろ
過
方
式
を
採
用
し
、
既
存
の
浄
水
処
理
施
設
を
稼
働
し
な
が

ら
更
新
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
急
速
ろ
過
方
式
に
比
べ
て

建
設
費
、
維
持
管
理
費
、
薬
品
使
用
量
の
削
減
な
ど
コ
ス
ト
の

縮
減
が
図
れ
た
そ
う
で
す
。
民
間
の
技
術
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄

積
を
最
大
限
に
活
用
し
た
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
導
入
に
つ
い
て
、
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

（
委
員
長　
門
田
雅
彦
）

豊田市

町田市

郡山市

浦安市
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